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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンをサポートする携帯端末機におけるスケジュール管理方法において、
　待機画面にアナログ時計を含むホワイトボード形状のユーザインタフェースを表示する
過程と、
　前記待機画面がタッチされる座標に基づいて、スケジュールデータを追加、削除、又は
検索するイベントの発生を判断する過程と、
　前記待機画面がタッチされる座標に基づいて、スケジュールデータを追加するイベント
が発生したと判断した場合、ユーザからスケジュールデータを入力される過程と、
　前記入力されたスケジュールデータを前記ホワイトボードに表示する過程と、を含み、
　前記スケジュールデータを入力される過程は、前記待機画面がタッチされる座標と前記
タッチされた座標に対応する時間情報とを確認する過程を含み、
　前記スケジュールデータを表示する過程は、確認した前記時間情報に対応する位置に前
記スケジュールデータを表示する過程を含み、
　前記待機画面がタッチされる座標が、前記アナログ時計の針が表示された部分に対応す
ることに基づいて、スケジュールデータを検索するイベントが発生したと判断した場合、
　前記待機画面がタッチされる方向を認識する過程と、
　前記タッチの回転方向による時間情報を確認する過程と、
　前記回転方向による時間情報に対応するスケジュールデータを検索して表示する過程と
、をさらに含むことを特徴とする方法。
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【請求項２】
　前記ホワイトボード形状のユーザインタフェースは、データ削除アイコンを含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケジュールデータを入力される過程は、
　前記画面がタッチされる方法を認識して入力されるスケジュールデータを認識する過程
と、
　前記認識されたスケジュールデータを前記タッチされた座標と対応する時間情報とにマ
ッピングして保存する過程と、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記タッチされる方法は、タッチ方向、タッチ形態及びタッチ回数のうち少なくとも一
つを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記待機画面がタッチされる座標に基づいて、スケジュールデータを削除するイベント
が発生したと判断した場合、
　前記待機画面がタッチされる座標を確認する過程と、
　前記確認された座標に表示されたスケジュールデータを削除する過程と、をさらに含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記スケジュールデータを削除する過程は、
　前記待機画面がタッチされる方向、又はタッチされる形態によってデータ削除アイコン
を移動させて表示すると共に、前記確認された座標に表示されたスケジュールデータを削
除する過程を含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　タッチスクリーンをサポートする携帯端末機におけるスケジュール管理装置において、
　待機画面にアナログ時計を含むホワイトボード型のユーザインタフェースを表示する表
示部と、
　前記待機画面がタッチされる座標を提供するタッチセンサと、
　前記タッチセンサから提供されたタッチ座標に基づいてスケジュールデータを追加、削
除又は検索するイベントの発生を判断し、前記待機画面がタッチされる座標に基づいてス
ケジュールデータを追加するイベントが発生したと判断した場合、ユーザによって入力さ
れるスケジュールデータを前記表示部のホワイトボードに表示するように制御する制御部
と、を含み、
　前記制御部は、前記待機画面がタッチされる座標と前記タッチされた座標に対応する時
間情報とを確認し、当該確認した前記時間情報に対応する位置に前記スケジュールデータ
を表示し、
　前記制御部は、前記待機画面がタッチされる座標が、前記アナログ時計の針が表示され
た部分に対応することに基づいて、スケジュールデータを検索するイベントが発生したと
判断した場合、前記待機画面がタッチされる回転方向に基づいて時間情報を確認して、当
該確認した前記時間情報に対応するスケジュールデータを検索して表示されるようにさら
に制御することを特徴とする装置。
【請求項８】
　前記ホワイトボード型のユーザインタフェースは、データ削除アイコンを含むことを特
徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記制御部は、さらに、前記画面がタッチされる方法を認識して入力されるスケジュー
ルデータを認識し、前記認識されたスケジュールデータを前記タッチされた座標と対応す
る時間情報とにマッピングすることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記待機画面の座標に対応する時間情報を示すテーブルを保存し、前記マッピングされ
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たスケジュールデータ、タッチ座標及び対応する時間を保存する保存部をさらに含むこと
を特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記タッチされる方法は、タッチ方向、タッチ形状及びタッチ回数のうち少なくとも一
つを含むことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記待機画面がタッチされる座標に基づいてスケジュールデータを削除
するイベントが発生したと判断した場合、前記待機画面がタッチされる座標に表示された
スケジュールデータが削除されるように制御することを特徴とする請求項７に記載の装置
。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記待機画面がタッチされる方向又はタッチされる形態によってデータ
削除アイコンが移動されて表示されるように制御することを特徴とする請求項１２に記載
の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末機におけるスケジュール管理方法及び装置に関し、特にアナログ時
計を含むホワイトボード型のユーザインタフェースを介してスケジュールを入出力するス
ケジュール管理方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、携帯端末機はユーザの便宜のために様々なサービスを提供し、その代表的な例
としてユーザのスケジュールを管理するスケジュール管理サービスがある。前記スケジュ
ール管理サービスとは、ユーザから約束、やるべきこと、記念日などのようなスケジュー
ルを入力されて当該日付又は時間にマッピングして保存した後、当該日付又は時間にスケ
ジュールがあることをユーザに知らせることでユーザが自分のスケジュールを忘れないよ
うにサポートするサービスのことである。
　従来の大部分のスケジュール管理サービスは、ユーザがアイドル（Ｉｄｌｅ）状態の画
面、即ち、待機画面でスケジューラに対応するアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ）を選択して実行した後、所望の日付を選択してスケジュールを入力するか、または所
望の日付の時間帯を選択してスケジュールを入力すると、当該日付又は時間帯に前記入力
されたスケジュールを特定アイコンで表示する方式で提供されている。即ち、従来のスケ
ジュール管理サービスは、図１に示すように入力されたスケジュールを特定アイコンにリ
ンクして月単位、週単位、又は日単位で表示している。
【０００３】
　上記のように従来のスケジュール管理方式は、入力プロセスと出力プロセスとが互いに
異なるため、入力されたスケジュールデータをそのまま出力することができず、アイコン
で表示するかまたはその要約情報のみを表示するので、ユーザが当該スケジュールを直観
的に把握することが難しいという短所がある。また、前記従来のスケジュール管理方式は
スケジュールを入力するためのプロセスが長く複雑で、頻繁な修正が必要な場合に使用が
不便という問題点がある。
　このため、従来の携帯端末機の使用に不慣れなユーザは、容易に記録可能で、直観的な
認識が可能な伝統的な方式、即ち、紙製のカレンダーにペンで日程を直接記録する方式を
用いることがしばしばある。
　従って、前記携帯端末機において前記ユーザがより容易にスケジュールを入力でき、入
力したスケジュールを直観的に認識できるサービスが提供される必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】韓国特許出願公開第２００４－００４４７６９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上述のような問題点を解決するために導出されたものであり、本発明の目的
は、携帯端末機におけるスケジュール管理方法及び装置を提供することにある。
　本発明の他の目的は、携帯端末機でタッチスクリーンを用いて直観的な認識率を向上さ
せることができるスケジュール管理方法及び装置を提供することにある。
　本発明の更に他の目的は、携帯端末機でホワイトボード型のユーザインタフェースを用
いて入力手順が簡単なスケジュール管理方法及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した目的を達成するための本発明の一態様によれば、タッチスクリーンをサポート
する携帯端末機におけるスケジュール管理方法は、待機画面にホワイトボード型のユーザ
インタフェースを表示する過程と、前記待機画面がタッチされる座標に基づいてユーザか
らスケジュールデータを入力される過程と、前記入力されたスケジュールデータを前記ホ
ワイトボードに表示する過程と、を含むことを特徴とする。
　上述した目的を達成するための本発明の他の態様によれば、タッチスクリーンをサポー
トする携帯端末機におけるスケジュール管理装置は、待機画面にホワイトボード型のユー
ザインタフェースを表示する表示部と、前記待機画面がタッチされる座標を提供するタッ
チセンサと、前記タッチセンサから提供されたタッチ座標に基づいてユーザによって入力
されるスケジュールデータを前記表示部のホワイトボードに表示するように制御する制御
部と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は、タッチスクリーンを具備した携帯端末機でアナログ時計を含むホワイトボー
ド型のユーザインタフェースを用いてスケジュールを入力されてから表示することで、従
来のスケジュール管理方式に比べてユーザがスケジュールを容易かつ迅速に入力できる上
に、入力したスケジュールを直観的に認識することが可能となるので、タッチインタフェ
ースの活用度を高めることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】従来の技術による携帯端末機におけるスケジュール出力画面を示す図である。
【図２】本発明による携帯端末機のブロック構成を示す図である。
【図３Ａ】本発明の実施の形態による携帯端末機におけるスケジュール管理手順を示す図
である。
【図３Ｂ】本発明の実施の形態による携帯端末機におけるスケジュール管理手順を示す図
である。
【図４】本発明の実施の形態による携帯端末機においてスケジュールを管理するホワイト
ボード型のユーザインタフェースを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、添付された図面を参照して詳細に説明する。ま
た、本発明を説明するに当たって、関連した公知機能あるいは構成についての具体的な説
明が本発明の要旨を不明瞭にするおそれがあると判断された場合には、その詳細な説明を
省略する。
　以下、本発明による携帯端末機でアナログ時計を含むホワイトボード型のユーザインタ
フェースを介してスケジュールを入力されて表示する方法及び装置について説明する。
【００１０】
　図２は、本発明による携帯端末機のブロック構成を示している。
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　前記図２に示すように、前記携帯端末機は、制御部２００、表示部２０４およびタッチ
センサ２０６を含み、前記制御部２００は、スケジュール管理部２０２を含んで構成され
る。
　前記制御部２００は、前記携帯端末機の動作全般の制御及び処理を行い、本発明によっ
て前記スケジュール管理部２０２を含むことで、アナログ時計を含むホワイトボード型の
ユーザインタフェースを介してスケジュールを入力されて出力するための機能を制御及び
処理する。
【００１１】
　即ち、前記スケジュール管理部２０２は、前記表示部２０４にアナログ時計を含むホワ
イトボードを表示するための機能を制御及び処理し、前記タッチセンサ２０６からユーザ
によってタッチされた画面の座標を提供されてスケジュールデータの追加、削除又は検索
を行うためのイベントが発生したか否かを感知する。前記スケジュール管理部２０２は、
タッチされた画面の座標に基づいてスケジュールデータを追加するためのイベントが発生
したことを感知すると、前記タッチされた画面の座標に対応する時間情報を確認して、前
記タッチセンサ２０６を介して入力されるデータを前記座標及び時間情報とマッピングし
て前記保存部２０８に提供し、前記入力されるデータを前記表示部２０４の対応する位置
にそのまま表示するための機能を制御する。即ち、前記スケジュール管理部２０２は、前
記タッチセンサ２０６を介して前記表示部２０４がタッチされる方法（例えば、タッチさ
れる方向、タッチされる形状、及びタッチ回数など）を認識することで入力されたデータ
を認識し、前記認識されたデータを入力された位置にそのまま表示するための機能を制御
する。
【００１２】
　また、前記スケジュール管理部２０２は、タッチされた画面の座標に基づいてスケジュ
ールデータを削除するためのイベントが発生したことを感知すると、データ削除アイコン
（例えば、消しゴム型のアイコン）をアクティブにした後、ユーザによってタッチされる
位置の座標にマッピングされたデータを削除するための機能を制御及び処理する。また、
前記スケジュール管理部２０２は、タッチされた画面の座標に基づいてスケジュールデー
タを検索するイベントが発生したことを感知すると、タッチ方向及び時間を判断した後、
前記保存部２０８から対応するスケジュールデータを検索して前記表示部２０８に表示す
るための機能を制御及び処理する。
【００１３】
　前記表示部２０４は、前記携帯端末機の状態情報、数字および文字、多量の動画及び静
止画像などを表示する。特に、本発明によって前記表示部２０４は、前記制御部２００の
制御によってアナログ時計を含むホワイトボードを表示し、ユーザによって入力されたス
ケジュールデータを表示する。
　前記タッチセンサ２０６は、一般的なキーパッドのように複数のファンクションキーを
提供することができ、前記表示部２０４がタッチされる動作を認識して対応する機能を遂
行する。即ち、前記タッチセンサ２０６は、ユーザによってタッチされた画面の位置に対
応する座標を前記制御部２００に提供し、タッチされる方法、例えば、タッチされる方向
、タッチされる形態、及びタッチ回数などを認識して前記制御部２００に提供する。
　前記保存部２０８は、プログラムメモリ、データメモリ及び不揮発性メモリなどを含ん
で、前記端末機の動作全般を制御するためのプログラム、前記端末機の動作中に発生する
一時的なデータ、システムパラメータ（ｓｙｓｔｅｍ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）及びその他
保存用データを保存する。特に、前記保存部２０８は、本発明によって画面の各座標に対
応する時間情報を示すテーブルを保存し、前記制御部２００から提供されるスケジュール
データと前記スケジュールデータにマッピングされたタッチ座標及び時間情報を保存する
。
【００１４】
　図３Ａ及び図３Ｂは、本発明の実施の形態による携帯端末機におけるスケジュール管理
手順を示している。
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　前記図３Ａ及び図３Ｂに示すように、先ず、ステップ３０１で、端末は、アイドル（Ｉ
ｄｌｅ）状態であれば、ステップ３０３で待機画面にスケジュール管理ボード、即ち、ア
ナログ時計を含むホワイトボードを表示する。
【００１５】
　その後、ステップ３０５で、前記端末は、ユーザによって画面がタッチされたか否かを
判断し、前記画面がタッチされた場合、ステップ３０７に進んで前記画面のタッチされた
位置に対応する座標に基づいてスケジュールデータを追加、削除、又は検索するイベント
が発生したことを感知する。例えば、前記端末は、前記タッチされた位置の座標が前記ア
ナログ時計が表示されている部分に対応する座標であれば、スケジュールデータを検索す
るためのイベントが発生したことを感知することができ、前記タッチされた位置の座標が
データ削除アイコン（例えば、消しゴム型のアイコン）が表示されている部分に対応する
座標であれば、スケジュールデータを削除するためのイベントが発生したことを感知する
ことができる。また、前記端末は、前記タッチされた位置の座標がホワイトボードの背景
領域に対応する座標であれば、スケジュールデータを追加するためのイベントが発生した
ことを感知することができる。
【００１６】
　前記スケジュールデータを追加するためのイベントが発生したことを感知した場合、前
記端末は、ステップ３０９に進んで前記画面がタッチされる座標と前記タッチされた座標
に対応する時間情報とを確認する。例えば、図４に示すように、前記タッチされた座標ｘ
、ｙがホワイトボードの背景領域４０１に対応する場合、前記端末は、前記スケジュール
データを追加するイベントが発生したことを感知して、前記タッチされた座標に対応する
時間情報が３時であることを確認する。
　その後、ステップ３１１で、前記端末は、前記画面がタッチされる方法（例えば、タッ
チされる方向、タッチされる形態、及びタッチ回数など）を認識することで入力されたデ
ータを認識する。
【００１７】
　次いで、ステップ３１３で、前記端末は、前記タッチされた座標及び時間情報を有する
入力データが存在するか否かを判断する。もし、前記タッチされた座標及び時間情報を有
する入力データが存在しない場合、ステップ３１５で、前記端末は、前記認識された入力
データを前記タッチされた座標と対応する時間情報とにマッピングして保存した後、ステ
ップ３１７で、前記入力された位置にそのまま表示する。一方、前記タッチされた座標及
び時間情報を有する入力データが存在する場合、前記端末は、ステップ３１９に進んで既
に存在する入力データと前記認識された入力データとをマッピングして保存した後、前記
ステップ３１７に進んで前記認識された入力データを前記入力された位置に表示する。こ
の時、前記端末は、前記入力されたデータを全て表示することも、または前記入力された
データの一部のみを表示することもできる。ここで、前記入力されたデータを全て表示す
る場合、前記入力されたデータの大きさを調節して表示することもできる。
　その後、前記端末は本発明によるアルゴリズムを終了する。
【００１８】
　一方、前記スケジュールデータを削除するためのイベントの発生を感知した場合、前記
端末は、ステップ３２１に進んでデータ削除アイコンをアクティブにする。例えば、前記
図４に示すように、前記タッチされた座標ｘ、ｙがデータ削除アイコン４０３が表示され
ている部分に対応する場合、前記端末は、前記スケジュールデータを削除するためのイベ
ントが発生したことを感知して前記データ削除アイコンをアクティブにする。
　その後、ステップ３２３で、前記端末は、画面がタッチされる座標を確認してステップ
３２５で、前記確認された座標に表示されたスケジュールデータ、即ち、入力されている
データを削除する。この時、前記端末は、画面がタッチされる方向又はタッチされる形態
によって前記アクティブ状態のデータ削除アイコンを移動させて表示すると共に、対応す
る位置に入力されているデータを削除する。即ち、一般的なイメージ編集プログラムにお
いてイメージを消す場合に用いる消しゴム機能と同様に、ユーザがタッチスクリーンを介
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して前記データ削除アイコンをドラッグして入力されたスケジュールデータの全体又は一
部を削除することができる。
　この後、前記端末は本発明によるアルゴリズムを終了する。
【００１９】
　一方、前記スケジュールデータを検索するためのイベントの発生を感知した場合、ステ
ップ３２７で、前記端末は、前記画面がタッチされる方向、即ち、タッチが回転する方向
を認識し前記タッチの回転方向による時間情報を確認して対応するスケジュールを検索し
た後、ステップ３２９で前記検索されたスケジュールを表示する。例えば、前記図４に示
すように、前記タッチされた座標ｘ、ｙがアナログ時計の時針４０５が表示された部分に
対応する場合、前記端末は、前記スケジュールデータを検索するためのイベントが発生し
たことを感知し、前記タッチが右方向に回転すると、現在の時間を基準として未来の時間
にマッピングされたスケジュール、即ち、入力データを検索して表示する。この時、前記
端末は、前記タッチが回転する方向のみを考慮して未来又は過去の時間にマッピングされ
たスケジュールデータを順次に表示、又はリスト化して表示することができ、前記タッチ
が回転しつつ留まる座標を考慮して前記タッチが留まる座標の時間情報に対応するスケジ
ュールデータを表示することもできる。
　この後、前記端末は本発明によるアルゴリズムを終了する。
【００２０】
　本発明の詳細な説明では具体的な実施の形態について説明したが、本発明の範囲から逸
脱しない範囲内で、様々な変形が可能であることはもちろんである。従って、本発明の範
囲は、説明された実施の形態に限定されて決められてはならず、後述する特許請求範囲の
記載による範囲及びそれと均等なものによって決定されるべきである。
【符号の説明】
【００２１】
　２００　制御部
　２０２　スケジュール管理部
　２０４　表示部
　２０６　タッチセンサ
　２０８　保存部
　４０１　背景領域
　４０３　削除アイコン
　４０５　アナログ時計の時針
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